
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グループワーク意見の全体共有） 

・公園マネジメント会議の会員の多様性を活かすためには、意見交換や活動の際に似た者同士で集まっていては

駄目だという意見もあるし、似た者同士でないと集まりにくいという意見もあった。状況に応じて意見交換の

メンバーを似たもの同士にするなど、今後のコア会議等の中で反映していく。 

・過去の議論と現在の議論のすり合わせが分かりにくいという指摘があった。→事務局は今後配慮していく。 

・公園マネジメント会員に人手や備品等の協力をお願いするために、コア会議等で情報交流の場を増やしていき

たい。会員同士が近づける機会にもなる。 

今回は以下の活動紹介がありました。 

・知ってましたか？○○ 「ナガクテエンジン」 

  ・分科会活動 「2016 夏まつり分科会」 

平成 28 年 7 月 14 日（木）に「公園マネジメント会議 平成 28 年度第

１回総会」が愛・地球博記念公園 地球市民交流センターにて開催され、出席

と委任状の合計が 56 団体となり、総会が成立しました。 

新規会員（４団体）、コア会議会員、平成２7 年度の活動結果の評価につい

て承認が行われました。グループワークでは、会員アンケート結果から、今

後の公園マネジメント会議の在り方を考える上で必要となりそうなキーワー

ドについて意見交換を行いました。また、「共有の場」の現地調査（5 月に実

施）の報告をもとに、活用方法や運用ルールについても話し合いました。 

（報告・承認） 

・新規会員として以下の 4 団体が承認されました。 

  やろまいか！愛・地クリーン作戦実行委員会 

  なごや竹和会 

  GORIN ENTERTAINMENT 

  長久手市観光交流協会 

事務局より以下の連絡がありました。 

・岩手県視察団の方々(16 名)が総会の傍聴を行いました。NPO 法人桜ライン 311 の活動紹介がありました。

・イベント情報（ワールドサムライサミット 2016、親子で体験する異文化イベント） 

・「大アンケート大会(公園利用者対象)」の実施は 10 月～11 月です。アンケートスタッフ募集します！ 

（報告・承認） 

a) 公園マネジメント会議の年度計画について 

・公園マネジメント会議の平成 28 年度計画が事務局より報告されました。 

b) 年間の公園利用促進計画等について 

・指定管理者である、(公財)愛知県都市整備協会、(公財)愛知公園協会より、 

それぞれ平成 26 年度の事業計画が報告されました。 

c) 今後の公園整備予定について 

・愛知県尾張建設事務所より今後の公園整備予定について説明がありました。 

（報告・承認・グループワーク） 

・評価委員会による昨年度の活動の評価結果及び今年度の目標値等について事務局より報告され承認されました。 

・平成 27 年度に行った会員アンケートで書かれた意見から、今後の公園マネジメント会議の在り方を考える上で 

必要となりそうなキーワードをもとにグループで意見交換を行いました。 

愛知県建設部公園緑地課(協働グループ) 担当：杉山 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目 1 番 2 号 

TEL：052-954-6491 FAX：052-953-5329 

公益財団法人愛知県都市整備協会愛･地球博記念公園管理事務所 担当:松田

〒480-1342 長久手市茨ヶ廻間乙 1533-1 

TEL：0561-64-1130 FAX：0561-61-2150 

（報告・承認・グループワーク） 

・「共有の場（“寄り合い場所”と“活動場所”）」の候補地について現地調査の報告がありました。 

・絞り込まれた 3 つの候補地（NPO 控室、ラボハウス、プール前大屋根広場）について意見交換を行いました。

（グループワーク意見） 【↓意見の分類：①活用方法案、②運用ルール案、③その他（課題等）】 

＜NPO 控室＞ 

①・寄り合いの場として会合したり、情報掲示板やアンケート用紙を置いたりするには良い。 

①・団体同士の物の交換や提供ができたり、隣の会議室と一緒に使えると、さらに魅力的である。 

②・予約表や利用ルールをつくる必要がある。物置としての利用があるので片付けが必要である。 

②・現在、地球市民交流センターパートナーの利用があるので、住み分けも必要である。 

③・場所が分かりにくいので、入口を分かりやすくしてもらいたい。 

＜ラボハウス＞ 

①・ラボハウスは寄り合いの場、広場は活動の場としてはどうか。⇔駐車場から遠く、寄り合いの場には難しい。

①・自然を活用したイベント、子どもの合宿、料理、室内で物をつくって屋外で実践する活動等ができるとよい。

②・モリコロパークで宿泊できるように公園マネジメント会議の頑張りで風穴を少し開けられるとよい。 

②・里山開拓団との調整や貸出しのルールづくりを検討していく必要がある。 

②・動物、野草など危険性があるので、参加者の安全ルールの検討が必要である。 

③・主要動線から外れており、位置的に遠いのが問題である。 

＜プール前大屋根広場＞ 

①・夏場にプールのイベントと連動して、水鉄砲など水を使う半屋外型のワークショップを展開できるとよい。 

①・公園来場者との接点が多いところなので、看板や大きなモニターを使用して告知できると良い。 

②・計画的に使用するための予約表も必要である。 

③・鳥のフン対策を考えてほしい。/・電源があるとより良い。/・資金調達できるアイデアを出せるとよい。 

【全体共有】 

・地球市民交流センターパートナーや里山開拓団など調整が必要な団体もあるが、公園マネジメント会議として公

園利用者が気持ちよく使えるように考え実践していきたい。 

・運用ルールの検討が必要だというところまでは確認できた。運用ルールについては継続審議が必要である。 

・「ラボハウス」は現在、合宿や宿泊研修といった利用はないが、今後試験的に利用して、運用ルールを考えた

り、公園マネジメント会議から新しい使い方を提案できるとよい。 

・「プール前大屋根広場」を活用する際に必要な備品について意見があった。事務局としてどこまで対応できるの

か情報整理をして、使い勝手のよい空間にできるとよい。 

（報告・承認） 

・本日の立候補者 2 名を含め、立候補 

 者 22 名が平成 28 年度のコア会議 

会員として承認されました。 

・退会者、休会者、名称変更について 

事務局より報告されました。 

（質疑・意見交換） 

・平成 27 年度の評価の Q19「会議は国内外に情報発信ができているか」の項目について、具体的にどのような情報

発信を行っているか、説明していただきたい。 

→イベント開催時にマスコミへのプレス発表や、県のホームページ上にイベント情報を掲載している。ツイッターやフ

ェイスブックといったツールも使用している。近隣の大学、県内の各市町村に情報提供も行っている。（事務局） 

・平成 27 年度の評価アンケートの回答会員数が 34 件は少ないと思う。会員の意識改革よりも、 

回収方法などやり方を変えていく必要があるのではないか（例えば、アンケートをその場で記 

入し回収する等）。どうしたら回答率が増えるのかコア会議で話し合ってもいいのではないか。 

なごや竹和会 事務局 

大多数の賛成により、 

議題は承認されました！

大多数の賛成により、 

議題は承認されました！

ナガクテエンジン 

桜ライン 311 

グループワークの意見まとめ 


